
　

県
職
員
の
教
師
の
ほ
か
に
も
、
町
単

独
で
教
師
を
配
置
し
複
式
学
級
を
解
消

し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
児
童
の

理
解
度
や
性
格
を
把
握
し
な
が
ら
、
き

め
細
か
な
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
わ
た
し
た
ち
、
東
小
ス
タ
イ
ル６年生・石原仁千香ちゃん

東小の児童会、若草会の会
長で皆をまとめるお姉さん

　

朝
は
玄
関
掃
除
、
校
旗
の
掲

揚
、
花
の
水
や
り
、
給
食
時
に

は
配
膳
や
片
付
け
、
音
楽
や
体
育
の
授

業
も
全
校
で
行
っ
て
い
ま
す
。
上
級
生

は
下
級
生
を
思
い
や
る
心
が
育
ち
、
下

級
生
は
上
級
生
の
良
い
行
動
を
見
て
育

ち
ま
す
。

６年生・伊藤勇矢くん
中学になったら、友達をた
くさん作って野球がしたい

　

山
保
地
域
の
美
し
い
自
然
の

中
に
あ
る
市
川
東
小
学
校
。
毎

日
こ
の
自
然
に
触
れ
る
だ
け

で
、
心
身
と
も
に
豊
か
に
な
り
ま
す
。

気
候
は
、
年
間
平
均
し
て
盆
地
よ
り
気

温
が
２
～
３
℃
低
く
、
夏
は
涼
し
く
快

適
で
す
。

６年生・西野紅里ちゃん
東小の元気印。物作りが好き
で得意な教科は家庭科と図工
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少
人
数
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活
か
し
て

　全国的に少子化の影響で、小中
高にいたるすべての段階で子どもた
ちの数が減少しています。
　本町も例外ではなく児童数は減
少傾向の中、四尾連湖を抱く山保地
域にある市川東小学校は現在児童
数７人と少数ですが、元気に活動を
続けています。小規模校ゆえの教
育の難しさもありますが、むしろメ
リットを積極的に活かした学校経営
がされています。
　そんな市川東小学校を、東小の
児童たちが紹介します。

わたしたちが

紹介します

今
年
度
の
児
童
数
は
、
２
年
生
２

人
、
４
年
生
１
人
、
５
年
生
１
人
、

６
年
生
３
人
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年

に
先
生
が
一
人
ず
つ
付
い
て
、
納

得
す
る
ま
で
教
え
て
く
れ
る
の
よ
。

僕
た
ち
６
年
生
を
中
心
に
、
全
校

児
童
で
の
活
動
が
活
発
な
ん
だ
。

だ
か
ら
み
ん
な
仲
良
し
だ
よ
。

春
の
新
緑
、
夏
の
緑
と
そ
よ
ぐ
風
、

秋
に
は
紅
葉
、
冬
の
雪
景
色
。
自

然
が
豊
か
で
心
が
洗
わ
れ
る
わ
。



　

町
役
場
か
ら
車
で
約
15
分
。

つ
づ
ら
折
れ
の
四
尾
連
湖
公
園

線
を
登
り
、
清
水
の
集
落
を
越

え
た
と
こ
ろ
に
市
川
東
小
学
校

は
存
在
し
ま
す
。
ほ
ん
の
り
漂

う
新
緑
の
香
り
に
続
き
、
ま
ず

出
迎
え
て
く
れ
た
の
は
裏
山
か

ら
聞
こ
え
た
ウ
グ
イ
ス
の
鳴
き

声
で
し
た
。

　

校
舎
の
中
で
は
授
業
の
真
っ
最

中
。
静
か
に
教
室
の
引
き
戸
を
開
け

る
と
、
子
ど
も
た
ち
の
ほ
う
か
ら
元

気
な
挨
拶
が
あ
り
、
少
し
戸
惑
う
わ

た
し
た
ち
。

　

授
業
は
ど
の
学
年
も
、
子
ど
も
た

ち
み
ん
な
が
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で

い
る
こ
と
が
雰
囲
気
か
ら
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
楽
し
い
授
業
と
は
言
っ

て
も
、
先
生
と
の
親
し
み
や
す
さ
は

決
し
て
馴
れ
合
い
で
は
な
く
、
そ
こ

に
は
し
っ
か
り
と
先
生
と
児
童
と
い

う
関
係
が
保
た
れ
て
お
り
、
質
問

の
し
や
す
い
環
境
、
先
生
と
の
距
離

感
が
大
事
な
要
素
と
感
じ
ま
し
た
。

　

あ
る
児
童
が
「
授
業
も

休
み
時
間
も
登
下
校
も
、

学
校
は
と
て
も
楽
し
い
場

所
」
と
屈
託
の
な
い
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
た
の
が
、
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。

　

老
朽
化
に
伴
い
、
平
成
20
年

に
校
舎
が
改
築
さ
れ
、
快
適
で

安
全
な
校
舎
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。
ま
た
エ
ア
コ
ン
や
、
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
が
各
教

室
に
配
置
さ

れ
、
年
間
を

通
し
て
快
適

に
学
習
す
る

こ
と
が
で
き

ま
す
。

５年生・長田逸くん
弓矢を作るのが得意なので、
アーチェリーを習いたい

学区外からの就学を可能にする
小規模特認校制度を検討

　町教育委員会では、市川東小の小
規模特認校制度の検討をしていま
す。これは、市川東小学校の特性を
活かし、希望があれば東小以外の学
区からも就学を認めようという制度
です。詳しくは町教育委員会学校教
育係☎ 055-272-6093 までお問い
合わせ下さい。

　市川東小は児童数が少ないことも
ありとても団結力があります。その
ため１つの課題に一人ひとりが真剣
になって取り組みます。授業にも集
中して受けられる環境であるため、
先生や勉強に真剣に向き合う気持ち
が培われました。
　他にも東小では挨拶や礼儀など、
日常生活や社会で必要なことが当た
り前のようにできていたので、市川
中学校のような大きな学校に入って
も臆することなく学校生活を送るこ
とができています。
　東小での経験は今後の僕にとって
の大きな糧となり、ここで学べたこ
とをとても誇りに思っています。

インタビュー

市川中学校１年
石原弘基くん
（平成 22年度卒業生）

東小で
培ったもの

　

昨
年
度
、
環
境
美
化
教
育
優
良
校
等

表
彰
事
業
に
よ
り
散
乱
防
止
活
動
部
門

で
優
良
校
に
選
ば
れ
協
会
会
長
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
環
境
美
化
教
育

に
、
独
創
的
、
か
つ
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
で

す
。
特
に
15
年
間
続
け
ら
れ
て
い
る
通

学
路
の
ゴ
ミ
拾
い
活
動
と
、
四
尾
連
湖

の
環
境
保
護
活
動
が
大
き
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

４年生・安田彰祐くん
発想力豊かな安田くんは皆を
笑わせるひょうきんもの

２年生・長田尚くん
スポーツが好きな尚くんの
将来の夢はプロ野球選手

２年生・石原芳木くん
国語が得意な芳木くん。
漢字は誰にも負けません

取材を終えて
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校
舎
が
新
し
い
し
、
設
備
が
充
実

し
て
い
る
よ
。
大
き
な
学
校
に
も

負
け
な
い
ぞ
。

学
校
ま
で
１
時
間
弱
か
か
る
子

も
い
る
け
ど
、
通
学
路
の
ゴ
ミ

を
拾
い
な
が
ら
通
学
し
た
り
、

と
て
も
自
然
を
大
切
に
し
て
い

る
ん
だ
よ
。

僕
ら
２
年
生
の
英
語
の
時
間
は

１
カ
月
に
１
回
。
ア
メ
リ
カ
人
の

ジ
ェ
イ
ソ
ン
先
生
は
と
っ
て
も
楽

し
く
て
、
ぼ
く
ら
英
語
の
授
業

が
大
好
き
な
ん
だ
。

楽
し
い
、
楽
し
い
休
み
時
間
。

お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
は
優
し

い
し
、
い
ろ
ん
な
遊
び
を
教
え
て

く
れ
る
よ
。
今
年
は
新
入
生
が

い
な
か
っ
た
け
ど
、
来
年
は
た
く

さ
ん
入
学
し
な
い
か
な
ぁ
。
優

し
い
お
兄
さ
ん
に
な
り
た
い
ぞ
。



■児童扶養手当
　自立促進を目的に父母の離婚、父または母
の死亡などによって、父、または母と生計が
異なる児童に手当を支給する制度です。

問 町いきいき健康課子育て支援係
☎ 0556-32-2114

■
身
体
障
害
者
相
談
員

■
知
的
障
害
者
相
談
員

　

相
談
員
は
市
川
三
郷
町
内
に
住

む
障
害
の
あ
る
方
、
ま
た
そ
の
保

護
者
を
対
象
と
し
て
身
上
相
談
に

応
じ
、
自
立
更
生
の
た
め
に
必
要

な
指
導
や
助
言
を
行
い
、
生
活
福

祉
の
向
上
な
ど
福
祉
の
増
進
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

■身体障害者相談員

  有泉　嗣男（市川三郷町中山 900  ☎ 055-272-4534）
  小林　弘史（市川三郷町市川大門 2716  ☎ 055-272-0101）
  小林　菊代（市川三郷町岩間 2476  ☎ 0556-32-2067）
■知的障害者相談員

  有泉志づ子（市川三郷町中山 900  ☎ 055-272-4534）
  大原さか江（市川三郷町印沢 122-2  ☎ 055-272-2318）

※
任
期
は
平
成
24
年
３
月
31
日
ま

で
で
す
。

■子ども手当
　平成 23 年９月手当分まで、これまでと同
様に支給されます。10 月以降の制度は国で
決定され次第お知らせします。
　現行の制度が９月までのため、今年６月の
現況届の提出は不要です。（ただし 10 月頃に
届出や申請などが必要となる場合があります）
【対象・支給金額】中学校３年生までの子ど
も１人につき月額 13,000 円
【支給月】６月 15 日（２～５月分）
　10 月 14 日（６～９月分）
※次の方は申請の手続きが必要です。
▷出生などにより、新たに養育する子どもが
できた方
▷中学３年生までの子どもを養育している方
で他の市町村から本町に転入されてきた方。
※公務員は所属先で手続きをお願いします。
問 町いきいき健康課子育て支援係

☎ 0556-32-2114

　町には、児童や障害者を扶養している方

や、障害者本人の生活の安定、福祉の増進

を図ることを目的とし、様々な扶養手当など

の制度があります。これらの手当は、申請を

しないと受けることができません。主な手当

を紹介しますので、もう一度チェックしてみ

て下さい。

■心身障害者
　心身障害児福祉手当

　在宅の心身障害児・心身障害者を保護してい
る方に対し、手当を支給します。
【支給対象者】

 次のいずれかを所持している者の保護者
 □身体障害者手帳１～２級
 □療育手帳　障害程度Ａ
 □精神保健手帳１～２級
※ただし次の方は対象にはなりません。
・障害年金、特別障害者手当、障害児福祉手当、
特別児童扶養手当の受給者
・施設入所者、及び３カ月以上入院している方
・市町村民税課税世帯に属する方
【支給額】月に 2,000 円
【支給月】７月、11 月、３月
（４カ月分まとめて、月末までに支給します）

問 町福祉支援課福祉係☎ 055-272-1106

各種扶養手当などのお知らせ
申請はお済みですか？
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■認知症サポーターとは？

　認知症に対する正しい知識と理解を身につけ
た、認知症の人の「応援者」です。なにか特別な
ことをするのではなく、認知症の人や家族に対し
て温かい目で見守ることから始
めます。そして、認知症の人が
地域で安心して暮らすための支
えとなります。

【対象者】町内に在住、在勤、在学している方な
らどなたでも（概ね５名以上のグループ）
【開催日時】随時（平日の午前８時 30 分から午
後５時 15分までの間）講習時間は１時間から１
時間 30分程度です。
※平日以外、または夜間を希望される場合はご相
談下さい。
【会場】申込者で用意をお願いします（原則とし
て町内）
【講師】認知症キャラバンメイト（専門研修を終
了した方です）
【申し込み方法】希望日の１カ月前までに所定の
用紙でお申し込み下さい（申し込み用紙は福祉支
援課包括支援係に用意してあります）
【申し込み先】

　町福祉支援課包括支援係☎ 055-272-1106
講座修了者には、認知症サポーターの証としてオ
レンジリングをお渡しします。
※その他、講義内容などに希望がある場合は相談
して下さい。

■特別障害者手当
　著しく重度の障害があり、日常生活に
おいて常に特別の介護を必要とする 20
歳以上の在宅の方に支給されます。
　著しく重度の障害とは、おおむね身体
障害者手帳１級（視力・聴覚障害などは
一部２級）程度の異なる障害が２つ以上
ある場合と、最重度の知的障害や精神障
害がある場合です。
　なお、３カ月以上の入院や所得制限な
どにより手当が支給されない場合があり
ます。
問 町福祉支援課福祉係☎ 055-272-1106

■特別児童扶養手当
 　障害があり、日常生活において常時
介護を必要とする 20 歳未満の児童を養
育している家庭に支給されます。
　支給要件として、おおむね身体障害者
手帳１～３級、療育手帳 A ～ B －１程
度の交付を受けている方です。
　なお、所得制限などにより手当が支給
されない場合があります。

問 町福祉支援課福祉係
☎ 055-272-1106

■障害児福祉手当
　重度の障害があり、日常生活において
常時介護を必要とする 20 歳未満の在宅
の方に支給されます。
　該当となる重度の障害の程度は、身体
の障害（内科的疾患も含む）が、おおむ
ね身体障害者手帳１級（両手指欠損など
一部の２級）、精神の障害については、
療育手帳がＡ－２a 程度の知的障害、ま
たは同程度以上の精神障害です。
　なお、所得制限などにより手当が支給
されない場合があります。

問 町福祉支援課福祉係
☎ 055-272-1106

認知症の方の応援団

認知症サポーターになりませんか？
認知症サポーター養成講座受講者募集

友人同士、ご近所のみなさん、学校や職
場の仲間、趣味の仲間で…。
気軽に楽しく、認知症について学んでみ
ませんか？

No.069�

オ
レ
ン
ジ

リ
ン
グ
は
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
！

　

あ
な
た
も
、
私
た
ち
と
一

緒
に
認
知
症
の
方
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
せ
ん
か
！

小
中
学
校
の
授
業
の
一
環
と

し
て
も
大
歓
迎
で
す
。
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県
地
方
税
滞
納
整
理
推
進
機
構
と
共
同
で

町
税
の
徴
収
を
強
化
し
ま
す
！

滞
納
は
絶
対
に
許
し
ま
せ
ん
！

　納期限までに税金を納付していない状態を滞納といいます。滞納すると、本来
納めるべき税金の他に延滞金を納めなければなりません。延滞金は、納期限の翌
日から納付の日までの日数に応じ、年率を乗じて計算した額になります。
■延滞金は次の割合で加算されます。
・納期限の翌日から１カ月を経過するまで　→　年 4.3％（平成 23年現在）
・1カ月を経過した日以降　→　年 14.6％

　税金はまちづくりを支える大切な財源です。
　ほとんどの町民の方は、町税を納期限内に
自主的に納めていただいていますが、催告に
も応じず納付しない滞納者も存在します。
　町では税負担の公平性を確保し、滞納の
解消を図るために悪質な滞納者に対しては県
地方税滞納整理推進機構と共同で、強制的
に、給与、不動産、自動車、預貯金、保険
などの財産の差押えを行い、その財産をイン
ターネット公売などで換金し滞納税に充てて
います。
　また場合によっては職員が滞納者の自宅な
どを強制的に捜索して、発見した財産を差し
押え、搬出し公売することもあります。

　

市
川
三
郷
町
は
、
山
梨
県
が
県
内
全
市
町
村

と
共
同
で
設
立
し
た
『
山
梨
県
地
方
税
滞
納
整

理
推
進
機
構
』
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

同
機
構
で
は
、
町
税
な
ど
の
滞
納
処
分
を
強

力
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

市川三郷町 山梨県地方税滞納整理推進機構

徹底した財産調査と差押え
　　・自動車　・不動産
　　・給与　　・預貯金　など

インターネッ
ト公売などに
よる換価

◎滞納整理の流れ

徴収が困難な滞納
案件の引継ぎ

延滞金は必ず徴収します

　災害や病気などの事情により、全額を一時に納められな
い場合には、徴収の猶予などの制度があります。ただし、
生活状況や財産の取得状況などを申告していただき、調査
の結果、要件に該当した場合に適用されます。

【納税相談窓口】町税務課徴収係☎ 055-272-1104

納期限内に納付できない方は、
　　　　　　納税相談にお越し下さい

■市川三郷町の差押え実績
（平成22年４月～平成23年３月）

差
押
え
財
産

給　

与

不
動
産

自
動
車

預
貯
金

保　

険

そ
の
他

件数 ２ ３ ８ 117 34 34

合計 198

6
2011
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■
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
～

　

▽�

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
発
生
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
を
記
録

　

▽
市
川
三
郷
町
で
は
震
度
４
を
記
録

　

▽�

大
震
災
に
伴
う
市
川
三
郷
町
対
策

本
部
を
設
置

　

▽
各
学
校
で
集
団
下
校
を
指
示

　

▽
大
塚
地
区
の
約
３
０
０
世
帯
が
停
電

　

▽�

自
主
避
難
所
と
し
て
、
ふ
る
さ
と

交
流
セ
ン
タ
ー
、上
ノ
原
集
会
所
、

南
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

３
カ
所
を
開
設

　

▽�

峡
南
広
域
行
政
組
合
峡
南
消
防
本

部
で
緊
急
消
防
救
助
隊
を
編
成
。

第
１
次
隊
を
派
遣
し
、
翌
朝
か
ら

宮
城
県
岩
沼
市
、
気
仙
沼
市
を
中

心
に
救
出
活
動
と
遺
体
収
容
の
任

務
に
つ
く
。（
３
月
24
日
ま
で
第

７
次
隊
ま
で
を
派
遣
）

■
３
月
14
日

　

▽
東
電
計
画
停
電
開
始

　

▽�

町
消
防
団
計
画
停
電
に
伴
う
夜
警

を
実
施

■
３
月
15
日
午
後
10
時
31
分

　

▽�

富
士
宮
地
震
発
生
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
６
・
４
を
記
録

　

▽
岩
間
地
区
で
震
度
５
弱
を
記
録

　

▽
動
員
配
備
体
制
で
第
２
配
備
実
施

　

▽
町
本
部
員
会
議
を
設
置

■
３
月
17
日

　

▽�

Ｊ
Ｒ
身
延
線
一
部
運
休
に
伴
う
臨

時
バ
ス
運
行

■
３
月
21
日

　

�

▽�

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
避
難
所
と

し
て
三
珠
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

市
川
大
門
町
民
会
館
、
六
郷
町
民

会
館
の
３
カ
所
を
設
置

■
３
月
22
日

　

▽�

救
援
物
資
受
付
開
始
（
３
月
22
日

～
３
月
25
日
）

　

▽�

義
援
金
受
付
開
始
（
町
役
場
本
庁

舎
、
各
支
所
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
、
町
赤
十
字
奉
仕
団
）

■
４
月
８
日

　

▽�

市
川
高
校
音
楽
部
「
東
日
本
大
震

災
被
災
者
義
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
」
開
催

　

▽�

町
職
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
編

成
（
要
請
が
あ
り
次
第
被
災
地
へ

派
遣
で
き
る
体
制
へ
）

■
５
月
９
日

　

▽�

町
職
員
保
健
師
の
派
遣
（
厚
生
労

働
省
と
山
梨
県
福
祉
保
健
部
を
通

し
て
、
県
の
町
村
会
に
保
健
師
の

派
遣
の
要
請
が
あ
り
、
宮
城
県
名

取
市
へ
）
交
代
制
で
６
月
14
日
ま

で
派
遣
予
定

■
市
川
三
郷
町
へ
の
避
難
者
の
状
況

　
　

（
把
握
し
て
い
る
世
帯
の
み
掲
載
）

　

▽�

福
島
県
南
相
馬
市
、
福
島
県
郡
山

市
、
福
島
県
双
葉
郡
富
岡
町
、
宮

城
県
気
仙
沼
市
、
宮
城
県
釜
石
市

か
ら
、
の
べ
６
世
帯
14
人
が
避
難

 『報    告』
町の状況と対応（５月 19 日現在）

 

 東日本大震災

■
町
役
場
分
（
団
体
名
義
の
み
掲
載
）

▽
文
京
区
全
戸
11
万
２
，
０
０
０
円

▽
市
川
大
門
24
組
東
３
万
円
▽
昭
和

31
年
大
同
中
学
校
卒
業
生
（
会
長
・
河

住
清
治
）
３
万
円
▽
三
協
造
園
㈱
２
万

円
▽
㈲
岸
本
興
業
３
万
円
▽
グ
リ
ー
ン

ア
ー
ス
３
万
円
▽
大
同
18
組
２
万
円

▽
市
川
大
門
25
組
10
万
円
▽
JA
西
八

代
年
金
友
の
会
２
０
０
万
円
▽
市
川
三

郷
町
書
店
組
合
３
万
円
▽
晩
成
堂
書
店

２
万
円
▽
市
川
三
郷
電
気
設
備
安
全
協

議
会
２
万
円
▽
市
川
三
郷
町
身
体
障
害

者
福
祉
会
２
万
円
▽
市
川
三
郷
九
条

の
会
２
万
８
６
０
１
円
▽
平
成
22
年

度
上
野
学
童
ク
ラ
ブ
（
保
護
者
会
一

同
）
２
万
１
，
０
０
０
円
▽
JA
西
八
代

高
田
果
実
部
２
万
円
▽
春
ま
つ
り
実
行

委
員
会
３
万
２
，
８
４
４
円
▽
上
ノ
原

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
３
万
円
▽
JA
西
八
代

生
産
部
会
一
同
23
万
円
▽
市
川
三
郷

町
消
費
生
活
研
究
会
一
同
５
万
円
▽
市

川
33
組
南
５
万
９
，
０
０
０
円
▽
市
川

61
区
西
組
一
同
５
万
円
▽
町
職
員
一
同

１
４
３
万
５
千
円
▽
コ
ー
ラ
ス
部
か
お

り
の
会
（
河
西
け
さ
子
代
表
）
３
万
円

▽
六
郷
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会
（
望
月
靖
子
代
表
）
３
万
円
▽

六
郷
女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
（
望
月

京
子
代
表
）
３
万
円
▽
な
か
よ
し
キ
ッ

ズ
１
万
円
▽
岩
間
上
仲
区
区
民
一
同

６
万
円

■�

町
社
会
福
祉
協
議
会
分
（
氏
名
・
地

区
名
の
み
記
載
）

▽
入
原
武
之
助
（
市
川
大
門
）
▽
依
田

貞
夫
（
市
川
大
門
）
▽
内
藤
一
仁
（
大

塚
）
▽
小
沢
日
米
治
（
高
田
）
▽
二
一

会
（
久
保
眞
幸
代
表
）
▽
一
ノ
瀬
梅
乃

（
印
沢
）
▽
一
ノ
瀬
昌
美
・
信
子
（
印

沢
）
▽
市
川
20
組
一
同
（
中
込
和
彦
代

表
）
▽
渡
辺
長
正
（
岩
間
）
▽
望
月
時

子
（
岩
間
）
▽
伊
藤
知
博
（
岩
間
）
▽

有
泉
志
づ
子（
中
山
）▽
佐
藤
栄
二（
岩

間
）
▽
内
藤
力
（
岩
間
）
▽
高
室
勝
芙

巳
（
市
川
大
門
）
▽
井
上
明
彦
（
宮
原
）

▽
村
松
武
・
和
子
（
市
川
大
門
）
▽
い

き
い
き
サ
ロ
ン
な
ご
み
の
会
▽
石
原
一

元
（
山
保
）
▽
内
藤
章
（
宮
原
）
▽
グ

リ
ー
ン
ホ
ー
ス
（
沢
井
憲
彦
代
表
）
▽

六
郷
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
（
佐
野
喜
代
美
代

表
）
▽
清
珠
荘
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
芦
沢

定
子
代
表
）
▽
平
塩
ニ
コ
ニ
コ
倶
楽
部

（
遠
藤
カ
ヨ
子
代
表
）
▽
石
原
大
磐
（
山

保
）
▽
水
上
竹
則
（
大
塚
）
▽
水
上
ら

く
ゑ
（
大
塚
）
▽
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ぬ
く

も
り
の
和
（
松
本
美
知
子
代
表
）
▽
妙

法
神
（
井
上
恵
美
子
代
表
）
▽
市
川
三

郷
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
（
市

川
大
門
支
部
）
▽
市
川
三
郷
町
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
（
三
珠
支
部
）
▽

市
川
三
郷
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会（
六
郷
支
部
）▽
田
中
か
つ
子（
高
田
）

▽
民
友
会
（
入
原
武
之
助
会
長
）
▽
上

野
小
学
校
▽
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ぬ
く
も
り

の
和
（
市
川
事
業
所
）
▽
市
川
三
郷
町

第
28
育
成
会
（
依
田
賢
会
長
）
▽
JA
西

八
代
す
ず
ら
ん
の
会
▽
町
社
会
福
祉
協

議
会
職
員
一
同（
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
募
金
と
し
て
）
▽
望
月
孔

一
（
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支

援
募
金
と
し
て
）

東日本大震災義援金、救援物資へのご協力ありがとう
ございました。５月 19 日現在、皆様の善意として次
の金額を寄付することができました。

■
義
援
金
寄
付
者
一
覧

領
収
書
な
ど
を
発
行
し
、
名
義

の
わ
か
る
も
の
の
み
掲
載
し
て

い
ま
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

な
お
、
こ
れ
以
外
に
も
募
金
箱

な
ど
へ
多
額
の
義
援
金
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
町
で
の
主
な
対
応（
５
月
19
日
ま
で
）

町役場 574 万 4,721 円
町社会福祉協議会 121 万 4,137 円
町赤十字奉仕団 65 万 5,639 円

▲町保健師が派遣されている名取市の避難
所の一つ、小学校体育館の様子


